
2023 年度標語 “主の慰めを受けて、感謝の歌声が響く” 主はシオンを慰め、そのすべての廃墟を慰め、荒野をエデンの園とし、荒れ地を主の園とされる。そこには喜びと楽しみ、感謝の歌声が響く  イザヤ書 51:6  

   

 2024年3月17日午前10時30分   

受難節第５主日 主日礼拝 

          司会 深町 穣 

          奏楽 金井文子 
 
 

 
 

(レントのリタニー <イザヤ書53章>④ キャンドル消火） 

前  奏 

招きのことば フィリピ2:6-8 

讃美歌 10(1-5)「今こそ人みな」         一  同 

交読詩編 22:23-32(P.28/24) 

 

祈 り                      司会者 

≪関東教区お祈りカレンダー≫ 

   北本教会 羽生の森教会 桶川伝道所 

    (主の祈り) 

 

讃美歌 543「キリストの前に」            一  同 

   

聖 書  旧約 イザヤ 43:1-5 (P.1130) 

新約 エフェソ 2:17-22（P.354） 

 

メッセージ 『 私はあなたの名を呼ぶ 』   

祈   り                 川上  盾 牧師 

 

讃美歌 544「イェスさまが教会を」          一  同 

 

献 金                       一  同 

  （献金感謝の祈り） 

 

信仰告白（ドイツの信仰告白）            一  同 

 

頌 栄 26 

派遣･祝祷                川上  盾 牧師 

後 奏  

報告・紹介 

 

 

 

 

 

 

 

≪3月礼拝当番≫ 植松みよ 廣瀬一寛 

          楠元 桃 小林友栄 

           鈴木容子 奈良正太郎 
 

≪今週の集会・行事≫  

◎ 本日礼拝後 カラコン懇談会（２Ｆ） 

◎ 本日カラコン終了後 からし種話し合い 

◎ 本日夕刻 高校生ピザマジ PartⅡ 

◎ 19日(火) 牧師、上毛愛隣社理事会 

◎ 21日(木) 10:30 婦人会例会 

◎ 22日(金) 10:00 会堂清掃 C 組 

◎ 22日(金) 14:00 地区婦人部委員会(当教会) 

◎ 22日(金) 牧師、共愛学園評議員会・理事会 

◎ 23日(土) 11:00 結婚式リハーサル 
 

≪次週の主日≫  

◎ 主日礼拝 10:30 棕櫚の主日(受難週に入る) 

ﾒｯｾｰｼﾞ 『 ポンテオ・ピラトのもとで 』 川上牧師 

聖書：旧約 ゼカリヤ 9:9-10 (P.1489) 

新約 ヨハネ 18:28-40（P.205） 

讃美歌 309(1-3), 304, 305(1,3,5,6), 27 

交読詩編 64:1-11(P.71/67) 

司会：畠中祥世 奏楽：木戸恵美子 

◎ ＣＳ午後礼拝  13:00 終了後スタッフ会議 
 

≪予 告≫  

◎ 受難週祈祷会  27日(水)10:30 

◎ イースター礼拝 31日(日)10:30 

  14:30から墓前礼拝（峯公園） 

≪報 告≫ 
◎『これからの前橋教会について語り合う懇談会』(ｶﾗｺﾝ)  
 本日開催です。テーマは『隣の人を知ろ

う』。プログラムは礼拝前から始まっていま

す。礼拝終了後、残れる人は２Ｆに移り、引

き続き懇談会。軽食を準備します。 

◎ 聖歌隊メンバーを募集します  
 イースター礼拝の前奏を行ないます。課題

曲は 331「主はよみがえられた」です。輪唱

をします。練習は次週礼拝後と当日礼拝前の

２回です。参加者が少なくなりそうで心配で

す。どうぞ奮ってご参加下さい。 

◎ イースター礼拝 ＆ 墓前礼拝（3/31）  
 今年のイースターは3月31日。例年より少

し早めのイースターです。前日・当日のスケ

ジュールは以下の通りです。 

<3/30(土)> ＊ＣＳイースターエッグ作り 

<3/31(日)> ＊ＣＳ早朝礼拝 8:00  

＊聖歌隊練習 10:00 

＊イースター礼拝 10:30 聖餐式を行います 

 礼拝後、晴れたら峯公園でお弁当 

＊教会墓地清掃 14:00 

＊墓前礼拝 14:30 六藤裕夫さん納骨式 
 
 昼食おにぎりを用意します（220 円）。希

望者は、次週主日までに掲示板の用紙にご記

名下さい。また、今年もイースター献金にご

協力下さい。 

◎ 2023年度、年度末です  
 3月 31日に年度末を迎えます。会計処理の

都合がありますので、月定献金は年度末まで

にお献げ下さい。なお、2023 年度はイースタ

ーが２回ありますが、今年(2024 年)のイース

ター献金は、次年度(2024 年 4 月以降)の献金

として処理いたします。 

 
≪先週の集会≫ 
 礼拝堂 オンライン 献   金 

主日礼拝 44 26 36,712 
                 

紅雲町集会 8  

 
《 メッセージ 》 『油注がれた者』 川上牧師 

ｻﾑｴﾙ上10:1,6-7, ヨハネ12:1-8（3月10日） 
▼「油注がれた者」と聞いて、教会に長く通う人はピンとく
るが、そうでない人には何のことか分からないであろう。し
かしその言葉の聖書の原語は誰もが聞いたことのある言
葉である。「クリストス（キリスト）」、それは旧約聖書ヘブラ
イ語の「メシア（油注がれた者の意）」のギリシャ語訳で、
「救い主」を表す言葉である。▼もともとそれは、王の任
命の際に頭に油を注いだことから始まる儀式である。そ
もそも、なぜ頭に油を注ぐのか？それはイスラエルの祖
先・遊牧民の頃からの習慣だそうだ。▼羊の体にはノミ
やいろんな虫がついており、それが耳の中に入ると命に
関わることもあるという。それで羊飼いは羊の頭に油を塗
り、虫が滑って耳に入らないように予防をした。このことが
転じて、神に守られ祝福を受けるしるしとして、頭に油を
塗るという儀式となった。▼今日の旧約は、イスラエル初
代の王・サウルの任命の場面である。それまで王はおら
ず「士師」と呼ばれるリーダーが率いる時代であったが、
周辺諸国との戦いに臨むため、より強力なリーダーを求
める声が上がり、預言者サムエルはサウルを選び、頭に
油を注いで王に任命した。サウルの後継者ダビデもまた、
サムエルから油を注がれている。▼サウルの任命にあた
りサムエルは「あなたのしようと思うことは何でもせよ。神
があなたと共にいる」と告げた。サウルはこの言葉を「自
分は神から全権委任を受けた」と受けとめた。ここからサ
ウルの転落が始まる。「油注がれた者」、それは神に忠
実に歩むために選ばれた印。サウルはそれをとらえ違え
てしまったのだ。▼新約の箇所にも「油注がれた者」が
描かれる。それは他でもない、イエス・キリストご自身であ
る。ベタニアを訪れた際に、マリアから高価なナルドの香
油を注がれた。ヨハネ福音書ではマリアは頭ではなく足
に油を注ぎ、髪の毛でそれを拭ったと記される。とても強
い感情が表されている。それは直前に記されたマリアの
きょうだい・ラザロの復活の奇跡に対する感謝の気持ち
であろう。▼そばにいたユダが「何ともったいない！それ
を売れば貧しい人を救えるのに」と咎めた。するとイエス
は「するままにさせなさい。私の葬りのためにしてくれて
いるのだ」と言われた。香油を注ぐ行為、それは当時の
葬りの営みと深い関係がある。▼マリアに「葬りの準備」と
いう意図はなかったかも知れない。しかし十字架への歩
みを決意したイエスはそう受けとめた。マリアは期せずし
てイエスの思いに応えたのだ。▼油を注ぐことは神がそ
の人を守り、力を与えるしるしだ...と最初に述べた。しか
しイエスの場合、力を与えるどころか、神が示されたのは
人々の救いのために十字架で苦しむ道だった。「油注
がれた者」とは、人々の上に君臨し権力をふるう人では
なく、隣人のために苦しみを負う人のことなのだ。 

 
讃美歌・詩編交読・信仰告白では起立をしますが、
お立ちになりにくい方は、座ったままでどうぞ。 
 
 

＜招きのことば＞ フィリピ 2:6-8 

キリストは、神の身分でありながら、神と等しい

者であることに固執しようとは思わず、かえっ

て自分を無にして、僕の身分になり、人間と同

じ者になられました。人間の姿で現れ、へりく

だって、死に至るまで、それも十字架の死に

至るまで従順でした。 


